
芝

表

Tim 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 Tim

0 21 GK GK 1 0

0 2 DF DF 2 1 1

EX2 0 3 DF DF 3 0

1 1 4 DF DF 4 0

45 0 22 DF DF 5 0

0 5 MF MF 6 0

1 1 2 7 MF MF 7 0

1 1 10 MF MF 8 0 1

0 14 MF MF 9 0 4

2 3 2 7 17 FW FW 10 1 1 2

60 1 1 20 FW FW 11 3 1 1 2 1

0 1 GK DF 12 0

0 23 DF MF 13 0

0 11 MF MF 14 0

0 15 MF FW 16 0

EXH 0 8 FW GK 17 0

0 9 FW DF 19 0

0

0

0

Tim R/Y No. Tim R/Y No.

31 Ｒ ⑤ 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 57 Ｙ ③

3 1 3 5 12 14 3 5 2 4 68 Ｒ ②

2 1 2 3 8 9 5 1 1 2

1 1 3 3 8 7 2 2 3 0

1 0 8 4 13 11 4 4 1 2

0 0 3 3 6 6 3 3 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Tim No.

9 ⑳

32 ⑪

40 ⑨

46 ⑰

71 ⑪

89 ⑪

る。しかし、前半終了間際、四中工に退場者が出て流れが変わり同点となる。後半数的優位な津工業は
ゆっくりボールを回し逆転に成功するが、四中工もセットプレーで追いつく。結局、後半からボールを
支配した津工業が体力的に消耗の激しかった四中工に勝利した。

　　戦評者名前〔　青柳　　隆〕（フルネームを記入）　　所属先〔　海星高等学校　〕

　共に４－４－２システム、四中工は長身ＦＷ⑳⑰を起点にサイドＭＦ⑦⑧を使った攻撃を試みる。対
する津工業はサイドＭＦ⑧⑨を高い位置に置き、ＤＦラインからポゼッションしながらチャンスを窺う。
試合は、前線からしっかりとプレッシャーをかける四中工がゲームを支配し、セットプレーより得点す

SG→ ⑩中野 → ⑪前田津工業 前田　侑也 ２－４ ⑧松葉
↑ ⑪前田 SG津工業 前田　侑也 ２－３ ⑧松葉

CK ↑ ⑰小島 HSG四中工 畠山　祐輔 ２－２ ⑩寺前

→ ⑨飯田 SG津工業 飯田　裕之 １－２ ⑦鈴木

FK ↑ ⑪前田 HSG津工業 前田　侑也 １－１ ④秋月

FK → ⑳小島 SG四中工 小島　弘巳 １－０ ⑩寺前

得点ﾁｰﾑ 得点者 スコア 得点経過　記録例：～ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ →パス ↑浮き球 ×混戦　Ｓｼｭｰﾄ　Ｈﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ　　

ＰＫ
間接FC

直接FC

ＣＫ

決定機

ＧＫ

Shoot 真田修次

Name Reason

野口貴史 乱暴 Team-Total 宮本竜雅 反ｽﾎﾟ

Name Reason 樋口　士郎 藤田　一豊
警告・退場 監　　督 監　　督 警告・退場

増田　了介③ 中川　雅光②
⑪高城 荒川　悠歩③ 西川　一馬②

豊田　和斗② 加藤　弘高②
高城　友義② 小崎　大輔③
森　　裕介③ 前田　翔平③
岩垂　孝道③ 田中　裕二③

⑧荒川 小島　弘巳③ 前田　侑也②
畠山　祐輔③ 中野　真人②
稲森　　睦② 飯田　裕之②
寺前　隼人③ 松葉　　司③
里中　頌平③ 鈴木　雄太②
野口　貴史③ 中山　雄登①

⑮豊田 清水　勇治② 佐々木伸悟②
近藤　　力③ 秋月　和英②

⑨増田 影山　裕晃③ 宮本　竜雅③
樫原　直也② 真田　修次③
早川　恭平② 小倉　景樹③

Shoot Change

Name Name

kick off
Change Shoot

Tot PLAYER No. Posi No. PLAYER Tot

0 EX2nd 1
kick off ＰＫ

1 ２ｎｄ 1
0 EX1st 1

Record 四中工 乾燥

四中工（Ａ１） 2

1 １ｓｔ 1

4 　津工業　（Ｃ１）

Referee 小椋　　剛 A-Ref2 島田　浩幸

ピッチ状態 観衆数

Match-Commissioner 岡田　慎次 A-Ref1 和田　篤典 4th-Re 上田　元大 良
　　人

湿　度 風 弱風天　候 快晴 気　温 ℃

平成１９年度　三重県高校総合体育大会
日　時 2007,5,27(Sun)：決　勝 試合形式 ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(70)延(20)PK 会場名 県営鈴鹿スポーツガーデンメイン


